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平成２８年度下期建築物防災週間関連行事 
 

建築物防災に関する講演会 

 

 

テーマ ：歴史都市に学ぶ減災の知恵 
 

      ～文化的価値と災害安全の両立を目指して～ 
 

講 師 : 立命館大学 理工学部 教授 
 

      歴史都市防災研究所 所長   大 窪 健 之 氏   

 

日 時 : 平成 29 年 3 月 8 日(水) 午後 1 時 45 分～4 時 00 分 

       

 

 皆さん、こんにちは。御紹介にあずか

りました立命館大学の大窪と申します。 

 今日は、こんな貴重な機会をいただき

ました一般財団法人大阪建築防災センタ

ー、御後援をいただいております大阪府

を初め、御清聴の皆様方に心より御礼申

し上げます。                                                                                                                                                

 いつもでしたら講演といってもこんな

に長丁場なケースはなかなかないので、

今日は、いろいろちょっと盛り込み過ぎ

なところがございますけれど、さまざま

な事例を御紹介しつつ、皆さんのそれぞ

れの地元にも必ずこういった減災のため

の知恵というのはあると思いますので、

どうかおつき合いをいただきますように

お願いを申し上げます。 

今日のテーマです。歴史都市に学ぶ減

災の知恵ということで、私、御紹介いた

だきましたように、歴史都市防災研究所

というところで所長を拝命しております。

もともと何でこんな研究所があるのかと

いうことになると思いますが、もちろん

私たちの生活の基盤を支える安全という

ことを実現する上で、防災というのは非

常に大事な、特に日本は非常に災害の多

い国ですから、テーマになってくるわけ

です。通常の近代的な町並みであれば、

近代的な技術、コンクリートによる補強

であるとか、道路を広げるとか、さまざ

まな方法があるわけですが、特にそれを

伝統的な町並みとか、極端な例でいきま

すと文化財なんかで適用してしまいます

と、同時に文化的な価値を破壊してしま

う可能性が非常に高い。では、そういっ

た歴史都市っていうのは危険でいいのか

という話になるわけですが、当然、今を

生きる私たちは次の世代にそういった文

化的な価値というのを引き継いでいかな

ければいけない。そういう一見相反する

矛盾のある伝統的な価値と災害安全とい

うものを、どう、うまくバランスしてい

くのかというのが大きな課題ではないか

と考えまして、国から１０年間のＣＯＥ

の支援をいただいて、それ以降、継続し

て取り組みをしているという状況です。 

 今日、御紹介する内容は、文化財や歴

史的な町並みというのは何百年も経て私

たちの目の前に今もあるわけですから、
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そもそもどうやって近代的な技術がなか

った時代から生き延びてこれたのかとい

うところを調べながら、将来の災害安全

に現在の技術とともにうまくこれを生か

していければ、災害安全という課題と文

化的な価値の保全というのは両立できる

のではないかというところがそもそもの

きっかけになっています。そのためお話

しする内容には、非常にいろんな内容が

含まれているのですが、技術的にじゃあ

そういう方法がどれぐらい現在の災害に

おいて有効なのかということもきちんと

検証していかなければいけないと考えて

おりまして、私たちの研究所の大きな取

り組みの柱にもなっています。なかなか

まだ全部は現代の技術として、検証し切

れていないところがありますが、今日は

いろいろ先走った形でさまざまな資料や

あるいは伝承の中で災害安全の考え方が

含まれているのではないかと考えられて

いる要素について、お話をしていきたい

と思っております。 

 日本には、様々な建築や伝統的な様式、

町並みがあると思います。それをちょっ

と思い起こしていただくために、３枚ほ

どスライドを御紹介します。  

 まず北のほう、山のほうともいいます

が、日本には非常に多様な建築様式が分

布しています。 

 こちら、有名な岐阜県大野郡白川郷で

す。世界遺産にも認定されている合掌づ

くりといい、茅葺の大きな大家族向けの

民家ですが、こういった雪の深い地域で

は、この雪の中で生き抜いていくための

建築様式として、このように非常に勾配

のきつい、しかも大きな面積の屋根にな

っていて大家族がそこに住みます。ばら

ばらに住んでいますと、娘夫婦に会いに

行くだけでも、雪の中を行かなければい

けなくなりますので、大家族で共同して

生活するために、大きくならざるを得な

い訳です。建物に対して、屋根勾配はや

はり６０度以上に保たないと雪が乗って

荷重でつぶれてしまいますので、そのま

ま大きくなっていった結果、こういった 

極めて特徴的なデザインになっています。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、日本列島の真ん中辺におりてきま

すと、京都の伝統的な町家の町並みとい

うことで、祇園新橋の伝建地区の風景を

御紹介させていただきます。こういった

町家の形式というのは、京都に限らず近

世の日本の代表的な密集市街地の中に、

たくさん今も残っています。 
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さらに南に下がっていきますと、今度 

は沖縄になりますが、沖縄県の竹富島と

いう、こちらも伝統的建造物群保存地区

に指定されているところで、赤瓦の低層

の住宅の町並みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この様にざっと見ただけでも、ものす

ごく多種多様な、この狭い日本にさまざ

まな形の建築や町並みの様式があること

を思い出していただけると思います。 

 今回お話しする視点は、なぜ、このよ

うに違うのだろうかというところを考え

ていく中で、これが災害や防災と関係し

ているのではないか、その特徴を災害対

策で説明していけないかというところが

大きなテーマになっていまして、事例を

幾つか御紹介しながら、その謎といいま

すか、その裏側にある防災の考え方につ

いて考えていければと思っています。 

 ここで突然、生物多様性の話が出てき

ていますが、皆さん御承知のように、ユ

ネスコを初め国連も生物の多様性をやっ

ぱり守っていかなければいけないという

形になっています。そもそも何で生物多

様性を守らないといけないのか。例えば

私の田舎にもいます、モリアオガエルと

いう親指の先ほどの小さなカエルなので

すが、このカエル、絶滅の危機にありま

す。でも正直に言って、絶滅したところ

で別に痛くもかゆくもないのではないだ

ろうかと思いますが、実は生物多様性と

いうのは現在の我々の世代には余り役に

立たないかもしれないけれども、将来も

しかすると、要するに生物資源をもとに

革新的な薬が発見されるかもしれません

し、革新的な技術が発見できるかもしれ

ないということがあり、つまり、将来世

代のメリットになる可能性を今の私たち

が否定してはいけないという考え方から

こういった生物の多様性というのは守ら

なければいけないというようなフレーム

になっています。 

 近年は、文化の多様性というのも皆さ

んよく聞かれると思いますが、これも同

じようにどこか山奥の小さな集落の少数

民族の踊りがあったとして、それは大変

珍しいものであることは間違いないです

が、仮にそれが廃れてしまっても一見す

ると誰も別に困らない、ですが、実はこ

れが将来にわたって、文化の根底にある

考え方であるとか、それを含めた社会的

なフレームみたいなものを私たちの将来

の世代を救う可能性がゼロではないとい

うことがあり、そういう意味で文化の多

様性というものもきちんとやはり守って

いかなければいけないというのが、世界

共通の今の考え方になっているわけです。  

 文化の多様性と生物多様性をちょっと

重ねて見ているわけですが、もともと皆

さん御承知のように、生物というのも多

種多様な種類がいるわけです。なぜ、あ

んなにいろんな種類がいるのかと思いま

すか。多くの場合、生物というのはお互

い自分のテリトリー守っていかないと生
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きていけないわけで、年がら年中そのテ

リトリーを拡大すべく、いろんな努力を、

けんかをしたりとかしながら、あるいは

他人が行かないところにテリトリーを確

保したりとかいうような形で、生きるフ

ィールドを探していくわけです。御承知

のように我々人類もホモサピエンスも、

もともとはバクテリアみたいなものから

始まって、海の中で生活するようになっ

て、海の中で多分戦いに負けたのでしょ

う。もう渋々地上に出てきて、地上に出

てきた中で大型化するような動物がいる

一方、餌にされそうなところでちょろち

ょろと逃げ回りつつ、より厳しい、ほか

の種が来ないような厳しい環境に適応し

ていくことで、逆に知恵を発達させて道

具をつくり出したり、手を使ったりでき

るようになることで、これだけ今繁栄を 

しているわけです。 

 こちら、動物の手の骨格の図ですが、

よく知られているように、空を飛ぶコウ

モリも海の中にいる鯨も、生物環境の中

に適応するために自分の体を変化させて

きたわけです。これはどうして変化した

のかというのは諸説あるわけですが、例

えばダーウィンでしたら、種々が淘汰さ

れていくことによって最もその環境に適

した種だけが生き残っていって、それが

結果的に外から見ると進化に見えるとい

うような形です。先ほど見ていただいた

さまざまなまちなみの風景も、その場所

に住み続ける、安全・快適に住み続ける

ために、さまざまな方法を試して淘汰さ

れて、それで長い時間をかけて残ってき

た一つの伝統的な様式なのではないかと

いうふうに考えています。生物がいわゆ

る外敵に対して自分を進化させてきたの

であれば、恐らく、建築や町並みという

のは環境や災害に対して身を守るために

長い時間をかけて進化してきたのではな

いかと考えているわけです。だからこそ、

そこにはまだ理論的裏づけがちゃんとあ

って進化してきたわけではなくて、あく

までも私たちの先人が、様々なトライア

ンドエラーをやりながら、この方法はな

かなかいいのではないかということで、

それが結果的に広まっていって定着して

いき、それが様式となって、今のような

整った町並みにつながっているのではな

いかと思います。 

 その建物や町並みが相手にしなければ

いけないものの一つが大きな災害になり

ます。こちらは、災害学の研究センター

のほうでまとめられている世界の自然災

害の件数です。これを見ると、７０年代、

８０年代、９０年代に来るにつれて、見

る見る発生件数がふえているというふう

に見えます。今、皆さんもいろいろ最近

のニュースなんかで、何か近ごろ災害が

多いというのはお気づきかと思うのです

が、でもこれ実は落ちついて考えると、

自然災害といいますか、自然現象そのも

のの発生頻度というのは、恐らくそんな

に変わっていないはずです。ただ結局、

人間の数がたくさんふえて、技術も進歩

してきたおかげで、ちょっと危険なとこ

ろでも住むようになってしまい、その結

果、危ないところに住んでいるわけです

から、大きな自然現象が発生してしまう

と被害に遭って、それが災害件数の増大

につながると考えられます。やはり防災

という問題は、これからますます、つま
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り、私たち人間のテリトリーが広がれば

広がるほど、そのリスクというのは急速

に高まっていくわけですから、ありとあ

らゆる方法を学びながら対策をしていか

なければいけない課題であると考えるこ

とができると思います。 

 今日は、大きく地震、火災、水害と、

また風害、雪害という形でお話をさせて

いただきたいと思っています。 

 まず、地震です。皆さんも御承知のよ

うに、最近になっても、熊本とか鳥取と

かで大きな地震が起こっています。 

 昔の人は、よく知られていますが、こ

れはナマズですが、江戸の近世までは、

地面の中に大きなナマズが住んでいて、

そいつが時々もぞもぞと体を動かすこと

で地震が起こるというふうに信じられて

いたわけです。もちろん、今これを本気

で信じている人は一人もいないと思うの

ですが、昔は地震のメカニズムがわから

なかったわけですから、こう考えていて

も不思議ではありません。鹿島大明神と

いう地震を抑える神様がいますが、その

鹿島大明神が 要
かなめ

石
いし

という石を、この巨

大ナマズの頭にぼんと乗せて、暴れなく

なり地震を静めるということが信じられ

ていました。これ実際に、千葉県と茨城

県の南のほうの鹿島神宮には、この要石

というのが実在します。あんな小さい石

で、こんなでっかいナマズが抑えられる

とは思えないのですが、昔の人はそうい

うふうに信じていて、ナマズの頭はあの

辺にあって、じゃあナマズの尻尾はどの

辺まであったのだろうというのが諸説あ

って、西日本のほうにどうも尻尾のほう

があるらしいのですが、そういうふうに

考えられていたわけで、一緒に描かれて

いるこの小さいナマズの子分たちが、あ

んまり親分をいじめないでくださいよと、

許しを乞うているという風刺画になって

います。 

 今は、すぐれた科学技術で事前に地球

の奥深くをセンサーでモニタリングがで

きるようになってきています。そうなっ

てきても、まだまだやっぱり地震という

のは、予知は非常に難しいというのが、 

我々科学者の側からでも、今そう言わざ 

るを得ないという状況にあるわけです。 

 現象だけ見ていきますと、よく知られ

ていますように、地球内部ではマントル

という重たい石なのですが、熱を持った

石がゆっくり対流するものですから、そ

の上に乗っかっているかさぶたの上に私

たちは何とか住んでいるというような状

態です。だからちょっとずつ、そのかさ

ぶたは乾きながら動いていくものですか

ら、それがプレートとプレートがぶつか

るところでぎしぎし押し合いへし合いし、

そこにストレスがたまって、一定間隔ご

とにドカンと動くというのが、プレート

型の地震の原因であると。そうやって見

ていきますと、地球上に、１９９０年か

ら２０００年のマグニチュード４以上の

震源を赤いポチに打ったものを、ざっと

ばらまいた図になってくるわけですが、

この日本の辺が真っ赤なわけです。大変

残念なことに私たちは、もう地震の巣に

住んでいて、でもよく考えてみると、地

震があったおかげで、この日本列島でき

ているわけですから、地震がなかったら

私たちも住む場所がなかったというふう

に考えると、痛し痒しという状況ではあ
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ります。この４つのプレートがぶつかっ

ているという状況もあり、地球上の陸地

の面積のうち、日本というのはたったの

４００分の１しかないのですが、その４

００分の１しかない日本の近海で、世界

の大きな地震の１０分の１が発生してい

ると言われています。２０分の１と言う

方もいるのですが、いずれにしても日本

というのは常に地震のリスクにさらされ

ている状況であり、これはとてもうれし

くないことではあるのですが、私たちは

それを意識して、やはり生活していかな

ければいけない状況なわけです。 

 御承知のように地震というのは、雪と

か台風とかそういった気象災害に比べる

と非常に発生のスパンが長いというふう

に考えることができます。日本の場合、

場所に依りますが大体おおむね１００年

とか１５０年というオーダーになってい

ます。この間、２０１５年に発生しまし

たネパールのゴルカ地震は、その前に起

こったのは１９３４年だったものですか

ら、たった８０年で強大な地震がまた来

てしまったというような状況であります。  

 いずれにしても、日本やネパールやこ

ういうヒマラヤの造山帯であるとか、太

平洋プレートの地溝帯に近接している地

域は、極めて高い地震のリスクにさらさ

れているわけですが、どうしてもそのス

パンが長いわけで、一回ひどい目に遭っ

て、一生懸命対策をするのだけれども、

間隔が長過ぎるものですから、だんだん

忘れられて、その様式として地震対策の

された伝統建築というのはなかなかこれ

が受けつがれていないというところがあ

るわけです。そんな中で、今日お話しす

るのは、幾つか、有名な例も含めて、恐

らく地震のことを考えてこういう工夫が

されたのではないかというところを見て

いきたいと思います。 

 一つ目は、五重塔の耐震性能について

です。こちら、山口県の瑠璃光院さんに

あります日本で一番スレンダーではない

かと言われています、美しい五重塔であ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように非常に軒の深い、美しい反

りをもった５層の屋根を非常にスレンダ

ーで細長い本体で支えていて、建築的に

は非常に美しいプロポーションを持って

いるわけですが、誰がどう見ても地震の

ような災害には弱いというふうに考えら

れる、見えるわけです。しかし、不思議

なことに関東大震災とか、さまざまこれ

まで記録が残っている震災を調べても、

これら五重塔については地震で倒壊した

という事例がどうも一つもないらしいで

す。本当に、一つもないかというと、気
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になってくるわけですが、私ではなく他

の大学の先生方がチームで調査をされた

結果を見ても、地震では崩れたことがな

いということです。ただ、火事で焼けて

しまうことが非常に多いということ、こ

れは、１９５７年の有名な心中による放

火で焼けてしまった谷中の上野の五重塔

で、今は残念ながら基礎の礎石しか残っ

ていません。また、五重塔は、背が高い

ものですから、雷を拾って火事になって

焼けてしまうというケースが後を絶ちま

せん。あと、風にも弱いです。強風で倒

れるというケースも記録上は結構載って

います。けれども、なぜか地震では倒れ

たことがない。それは一体なぜなのかと

いうのが、長らく学者の中でも議論の的

になってきたわけです。 

 最近、いろいろ実験なんかをしながら、

少しずつその解明が進んできていますが、

極端な話、これは御承知のように１９９

５年の阪神淡路大震災の高速道路の転倒

している状況ですが、ああいった近代的

な安全だと考えられていた巨大構造物で

すら、こういうふうに倒壊するような状

況になっているにもかかわらず、見るか

らにスレンダーのこういう五重塔が地震

で倒れないのはなぜかということになる

わけです。 

 さまざまな実験や、シミュレーション

を繰り返して、学説として恐らくこれが

多分こういうメカニズムだろうというこ

とがわかってきました。それはこういっ

た仕組みになっています。基本的に五重

塔というのは５層もあるわけですが、下

から上まで通っているのは、この真ん中

の心柱と呼ばれるこの柱だけです。あと

は、上に行くほどちょっとずつ屋根が小

さくなって、建物も小さくなっていきま

すから、いわゆる通し柱というのはつな

がっていないのです。下の階の柱は途中

で切れて、ちょっと内側にオフセットし

てまた建てられて、またちょっと内側に

追い込まれて建てられてという形になり

ますから、構造だけで見ていきますとこ

のように、それぞれの建物が完結した形

でつくられていて、要するに積み重なっ

ているというのが、構造上の、非常に乱

暴なまとめ方をすると、特徴になるわけ

です。こういった形をしていますから、

地面が揺れますと、それぞれの大きさが

違いますから振動特性がちょっとずつ違

うわけです。なので、順番に下が揺れて

その上が揺れてとやっている間に、揺れ

の形が変化していって周期が変わってく

るということが起こります。ただそれだ

けですと、があっと揺れている間にぽろ

ぽろっと落ちてしまいますから、その真

ん中に緩く、ドーナツの真ん中に緩く串

を刺しているような状態でこの心柱があ

ります。この心柱というのは、実は構造

上ほとんど本体に接続されておらず、要

するに釘も何も打ちつけられていないと

いうのがほとんどです。そのおかげでぐ

らぐら揺れて各階がこういうふうに暴れ

るわけです。けれども、暴れても、ぽろ

っと落ちない程度にこの真ん中の柱が緩

く支えてくれているおかげで、地震でも

倒壊しないのではないかということがわ

かってきました。実際、模型実験の映像

とか見ると、この屋根はそれぞれの階で

激しく振り子のように振れるのですが、

全体にはこの蛇が踊るように揺れるもの
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ですから、ばったり倒れずに、ぐらぐら

ぐらぐらくねるように揺れながら何とか

バランスを保って、そのまま倒れずに済

んでいるというような状況になっていま

す。こういう心柱があるのだけれども、

この心柱によって緩く支えられているが

ゆえに、逆にしっかりつくるよりも地震

に対して耐震性があるのではないかとい

うことが近年、やっとわかってきたわけ

です。こういう話を聞くと、いや、我々

の先人の大工さんというのはすごいなと、

地震のこと考えてこのようにしたのかと

思うわけですが、普通に常識で考えると、

当時はそんな計測機器もありませんし、

シミュレーションもできなかったわけで

す。そんな昔の大工さんが、しかもこの

五重塔というのは、仏教とともに日本に

渡ってきていますので、もう何千年もの

歴史を持っているわけです。そんな前か

らこういうことを考えて本当に設計して

いたのかと考えると、やっぱり、すごく

疑問なわけです。いろいろ歴史を調べて

みますと、もともとこの心柱というのは、

いわゆる日本では卒塔婆といって、お墓

のまわりに板状の戒名などを書いたもの

を並べるわけですけども、それが仏教の

発祥地に近いインドあたりに行きますと、

ストゥーパというふうに呼ばれています。

これはもう、心注の原型はストゥーパで

あるというふうに言われていまして、も

ともとお釈迦様のお墓の一つのアイコン

だったというふうに考えられています。

根本の地面の中に伝説では、それぞれ仏

陀の仏舎利と呼ばれるお骨がそれぞれ分

骨されて埋葬されていて、そこに柱をた

てて目印にして、そこに向かってみんな

でお祈りをするというのが、仏教の一つ

のならわしであります。だんだん仏教が

発展していきますと、たくさんの人が拝

みに来るので、遠くからも拝めるように

しようということで、だんだんだんだん

この柱が大きくなってくるわけです。だ

んだん大きくなってきますと、今度は遠

くから拝めて都合がよくなるわけですが、

逆に、これが木造ですから、風雨にさら

されているうちに、だんだん傷んで倒れ

たりすることが起こるようになります。

大事な柱なので、しっかり雨風から守れ

るようにしましょうということでつくら

れたのが、恐らくこの五重塔ではないか

と言われています。つまり、五重塔とい

うのは、僕らが見える外側の塔の部分は

実は鞘堂でしかなくて、一番大事なのは

この真ん中の聖なる柱であって、この五

重塔そのものはもう全て鞘堂、つまり五

重塔を風雨から守るためのケースである

というふうに考えることができます。そ

う考えると、この柱とこの構造がどこも

緊結されていないという理由もわかるわ

けです。もともとそんな大事な柱に穴を

あけたりとかして固定するということは、

やはり宗教上考えて、非常に難しいこと

になるわけです。結果として、そういっ

た構造が地震が起こったときに、今申し

上げましたようなメカニズムでもって、

上手に揺れを逃がすような構造になって

いたというのが恐らくは説明としては正

しい、五重塔がなぜ倒れないかの理由で

はないかと考えられるわけです。いずれ

にしても、現象としては非常にすぐれた

構造ですから、現代の建築の中にもこの

考え方というのは生かされています。  
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 皆さん、御承知の東京スカイツリーで

す。ここにありますように６３４メート

ルもの高さがあり、建設途中で東日本大

震災の大きな揺れに見舞われましたが、

足場の一部が倒れただけで、構造上はも

うびくともしなかった。 

 

  

 

 

 

 

 

 

これも実は、心柱構造というふうに通

称されているのですが、先ほどの五重塔

と同じような考え方で、現代の技術で建

てられたものです。どうなっているか、

この図を見ていただきますと、外から見

えるのは、この鉄骨の薄いレースのよう

な構造体になっているのですが、この真

ん中に心柱と同じように鉄筋コンクリー

トでできたエレベーターシャフトやさま

ざまな設備が入ったシャフトが通ってい

ます。この真ん中は鉄筋コンクリート造

なのですが、その外側をこういうふうに

鉄骨で囲ってある。で、この鉄筋コンク

リートの部分と鉄骨の間には、すき間が

わざわざあけてあり、それで地震で揺れ

がきたときに、当然その鉄骨の揺れ方と

コンクリートの柱状の建造物の揺れ方は

違ってきますので、あえて違う揺れ方を

させて、地震の揺れを相殺させる、ある

いは逃がすという考え方で、まさにこれ

は五重塔の考え方に一致しているので、

心柱構造というふうに通称されているわ

けです。五重塔のほうは、人が住んでい

るわけではありませんから、実際揺れて

心柱と周りの部材が、がつがつぶつかる

わけです、ぶつかったところで傷みはす

るのですが、その程度で済むわけです。

こちらは、人がたくさん中にいますので、

実際にごつごつぶつかると、いろいろ構

造上問題が出てくるということで、動い

てはいいけども、ぶつからないようにし

なければならないということで、いわゆ

るダンパーと呼ばれるオイルを中に入れ

たシリンダーを間にかませまして、大き

く揺れてもそのダンパーでもって激突し

ないように、揺れは許すのだけれどもぶ

つからないようにすることで、この特性

を生かしながら構造上の安定性を図った

というようなつくりになっています。こ

れも五重塔からヒントを得て建てられた

と言われています。このように、先人た

ちの知恵の中で既に私たちの近代的な先

進技術の中に生かされている事例という

のもございます。 

今、地震の揺れをどう吸収するかという

話をちょっとさせていただいたわけです

が、もっと身近な日本建築の中にもそれ

に効果を発揮していると思われる考え方

というのは存在するわけです。  

 こちら、仕口と呼ばれます。伝統的な

建物は木材を継ぎはぎしていかないと、

木の大きさというのは限られていますの

で、大きな建物や長い柱や梁をつくろう

と思うとどこかで継がなければいけない。

今は、釘とかありますから、釘でがんが

んと接いでしまうということがあるわけ

ですけど、昔の人たちは釘ではなくて、

こういう複雑な木組みのパズルのような



－10－ 

構造を使って、そこをかちっと組み合わ

せて、あともう摩擦で動かなくするとい

うような考え方で、釘を一本も使わずに

木材を接いでいくということが大きな一

つの技術のポイントだったわけです。 

 これは、摩擦でとまっていますので、

実際に外から強い応力がかかりますと、

この間が少しぎしぎしと動きまして、ぎ

しぎし動くことによってそこに熱が発生

するわけで、揺れのエネルギーを摩擦の

熱のエネルギーに変換することで揺れを

おさめるというような効果が発揮できる

と言えます。我々の身近な町家なんか見

ていきますと、トオリニワという細いウ

ナギの寝床状のところにこう建物が建っ

ていますから、奥のほうのお部屋に行こ

うと思ったら、どこかに通路がないと行

けないわけです。その通路上の玄関から

奥のほうにつながる空間をこのようにト

オリニワというふうな呼称をしているの

ですが、そこだけは、２階建ての建物で

あっても天井まで吹き抜けており、そこ

が吹き抜けておるおかげでキッチンとい

うか、オクドさんがあって、そこで火を

焚いて煙が上に高いところに上っていき

ますので、そこから排煙すれば家中煙だ

らけにならずに済みます。ただそこだけ

空間がすぽっと抜けていますので、どう

してもその壁がないので、地震に対する

耐力というのは弱いというふうに考えら

れているわけです。恐らく、先人の大工

さんたちは、それをわかっていたかどう

かちょっと不明なのですが、恐らくは一

定程度理解して、たくさんのジャングル

ジムのように、貫という構造ですが、貫

を交差させまして、ここに今ちょっと見

えにくいのですが、楔のようなものです

き間をかんかんかんと埋めて、摩擦でい

ろんなこのクロスポイントといいますか、

摩擦が発生する場所をいっぱいつくるこ

とによって、地震がきたときに吹き抜け

になっている弱い場所を少しでも守る、

あるいは、地震のエネルギーを吸収でき

るようなつくりにしていたのではないか

と考えられます。 

 もう一つ有名な例でいきますと、土壁

というのがあります。土壁というのは、

建築関係の人は見る機会があるかと思う

のですが、あれの中には、竹小舞と呼ば

れておりまして、竹を、細い竹を荒縄で

格子状に組んで下地をつくります。それ

でその縄が巻いてあるところは土が定着

しやすいもので、そこに最初にこの荒壁

の下塗りをしまして、そこにだんだん細

かい土を塗っていって、きれいに仕上げ

ていくというつくりになっています。こ

の構造を見ていただいてもわかりますよ

うに、斜めに入っている材がないです。

全部、垂直水平方向に直行しているとい

うことですから、もし地震で、揺れます

と当然この構造というのは、そのまま平

行四辺形に変形できちゃうわけです。斜

めに材があれば、それでぐっと突っ張れ

るわけですけれども、そうではなく、自

由に変形できてしまう。それに今、土が

塗ってあるものですから、変形はするの

だけれども土が頑張るおかげで、何とか

そこで、ぐぐっと抵抗するというような

つくりになっています。なので、壁土が

抵抗しつつ、壊れない程度に頑張るわけ

ですが、限界を超えるとこれが崩れて、

実際に２０１１年の３月１１日の、もう
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すぐで丸６年になりますが、当時、震災

の直後に瑞巌寺という、松島の湾の奥に

位置しています非常に有名な国宝を所有

するお寺なのですが、調査に行きました

ところ、やはり目で見てわかるぐらい激

しく土壁が落ちているところがあります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

ただこれも、見ると、わっ、ひどい被害

だと、我々思うのですが、実は逆にこう

いう土壁が崩れてくれているおかげで、

全体が大きく倒壊しないで済んでいると、

実は考えることもできるわけです。恐ら

くなんですが、昔の人は、こういうこと

も知っていたのではないかと考えられる

わけです。つまり、土壁に一定程度抵抗

力を与えて、それがあえて壊れるように

設計しておくことによって、建物全体が

地震で倒壊してしまう最悪の事態を避け

る。つまり、肉を切らせて骨を断つじゃ

ありませんけれども、部分的には被害を

許容しつつ、本当に致命的な被害になら

ないにするということが、ここで工夫さ

れていたのではないかと。これが、塗り

壁の左官屋さんなんかに、いや、これひ

どい被害ですねと言うと、いやいや、も

うこんなもん一回落としてもう一回塗り

直せばすぐ元通りになりますからという

ふうなことを言っていまして、恐らく、

建物が倒壊してしまうと、そうはいかな

いわけですね。木材が切れてしまいます

と、そこはやっぱり差しかえなければい

けなくなるわけで、土壁だからこそある

程度崩れてもそこを塗り直すことによっ

て元の耐力を発揮させるところまで復旧

ができるということで、恐らくはこうい

った土壁も、むしろ復旧の容易さと一定

程度ここでエネルギーを吸収することで 

致命的なところまで持っていかないため 

の工夫ではないかと考えることができま

す。 

 今、お話しした土壁と貫構造の話だけ

ですと、ぐにゃっと変形して変形したと

きにエネルギー、地震のエネルギーを吸

収するというところまではわかるのです

が、そのままだったら変形しっ放しにな

って、後で困ったことになります。じゃ

あ、どうやって勝手に元の形に戻るのか

というところを見ていくわけですが、こ

れは最近の実験で明らかになった、非常

にシンプルな転倒復元力というふうに通

称されているのですが、要するに倒れそ

うになったものが元に戻ろうとする力を

利用するわけです。皆さん、ドミノ倒し

という遊びがありますが、あれは順番に

倒れていって、でもどこかでとまること

があるわけです。とまってしまう原因と

いうのは、ドミノの重心が外側の角っこ、

こういった角っこよりも外側に出ますと

ぱたんと倒れるのですが、傾くのだけれ

どもこの重心がこの最後の頑張っている

ところよりも外に行かないと、自分の重

さで元に戻ろうとするわけです。この元

に戻ろうとする力をいわゆる転倒復元力

という言い方をしているだけで、要する

に柱を太く、余計に太くすることによっ
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て、倒れたときにも元に戻る力を勝手に

発揮させることができるという概念です。

なので、この力を強くするためには、ひ

とつ柱を太くしてあげようという話です。

さらにそれをもっと、こうぐっとしっか

り戻るようにするためには、重たいもの

を上に載っけてあげれば、さらに元に戻

ろうとする力は強くなる、これは自明の

ことでありまして、こういった考え方で

建物の変形が起こっても致命的な状況に

なる前に元に戻すということも考えられ

ていた可能性があると言えます。  

 奈良の東大寺の大仏殿です。これは今

の形でも現存する、世界最大の木軸の建

造物であるというふうに言われていて、

ただ、今、私たちの目の前にあるものよ

りも建造当時はもっと大きかったらしく

て、幅が約６０メートルで奥行きも５０

メートル、上までの高さも４５メートル

もあったと考えられていまして、当時の

遺構から柱の太さなんかを推測していき

ますと、直径が１メートルを超えている

柱は全部で８４本使われているというよ

うなことがわかってきました。で、こん

な太い柱が８４本もあるということは、

相当これ屋根が重たいなということにな

るわけですが、やはり３，０２０トンの

屋根が載っかっているということになり

ます。ただ、この柱１本当たり、じゃあ

何トン支えているのかということを一回

計算してみますと、実は３６トン程度で

す。３６トン、重いやないかと思うかも

しれませんが、実は木材、直径１メート

ルあると、圧縮や引っ張りに対しては、

かなり力を真っすぐおろしてあげれば、

力を発揮できて、計算でこの直径１メー

トルであれば、３６トンの４０倍以上の

実は荷重を支えることができるというこ

とがわかりました。何で、わざわざそん

な太い柱を使ったのかということになっ

てくるわけですが、恐らくは先ほど申し

上げたような転倒復元力という効果も期

待して余分に柱を太く取っていた可能性

があるのではないかと考えられます。  

 先ほど五重塔で御紹介したように、昔

の大工さんがそういった科学的な分析を

して、この太さを決めているのかという

のは、甚だ怪しいところはあるわけです。

もちろん、立派な仏殿ですから、荘厳な

威厳を象徴するために必要よりも太い柱

を使っているということも当然あると思

われるわけですが、いずれにしても現象

だけとらえるのであれば、必要以上、荷

重以上に太く取った柱というのは転倒復

元力によって、変形する力を元に戻そう

とする力も、実は発揮できているという

ことです。 

 もう一つの例です。日本の伝統的な建

造物というのは、基本的に地面に載っか

っているだけと考えることができます。

これ、いわゆる石場建てと呼ぶ構法です

が、日本は非常に湿気が多いですから、

柱、最初は掘っ建てということで、縄文

時代はそのまま地面に穴を掘って、そこ

に、ぷすっと柱を挿して家を建てたわけ

です。そうすると当然下から湿気が上が

りますから、木材の根っこが腐っていき

ます。腐ったら取りかえるという考え方

だったわけですが、だんだん時代が下が

ってくると、ちょっとでも腐らないよう

にしようということで、せめて石でも置

きましょうということで、石を置いてそ
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の上に束柱を建てて、建物をつくる。今

ではもう建築基準法で簡単にはそれが許

されないのですが、基本的には昔は載っ

かっているだけでしたから、ここに見て

いただきますように、宮城・岩手の内陸

地震のときの、これ神社の例ですけれど

も、そのまま、ずるっと平行移動して上

の建物はそのまま平然と建っているとい

うことが幾つも散見されています。 

 神戸の震災のときも大きな鐘楼が７．

５メートルほど平行移動してそのまま平

然と建っていたということが、新聞記事

にもなっていますが、要するに固定され

ていないことによって、一見、地震に対

して不安定な要素が含まれるように見え

て、固定されていないからこそ、地震の

強力なエネルギーというのが建物に入る

前にある程度外へ逃げていくというよう

なことも地震に対して有効な結果を生ん

でいるということです。これも石場建て

と言われているのですが、石を置いてそ

こに本当に載っけるだけにすると。恐ら

くこれも、もともと地震のことを考えて

こういう構造にしているのかというと、

恐らくはそうではないだろうと思われる

わけです。むしろ、地面からの湿気がこ

こに上がってくるのを少しでも防いで、

木材の端を少しでも長もちさせようとい

うのが恐らく最初ではないか。本当は、

石にちょっとでも掘り込みでも入れて、

すぽっと挿せばもっとしっかりするので

はないかと思うのですが、恐らく先人の

大工さんたちは、やったのだと思います。

でも逆に掘ると、ここにまた水がたまっ

て根っこがやられてしまう、逆に上に、

ほぞを打てばいいのではないかというこ

とで、ほぞを打ってみると今度は柱が弱

くなってきてしまって、これはよくない

と、もう載っけるだけで動かないからそ

れでいいのではないかというので、恐ら

く結果的にこの石場建てというやり方が

普及したのではないかと思われます。そ

れが結果として、地震のときに建物全体

の倒壊を防ぐ効果が見えていると考えら

れて、これもさまざまな複合的な減災の

知恵の成果ではないかと考えられます。

この考え方は、今現代の建築の世界でも

大いに活用されています。  

 こちら、奈良県の平城京の平城宮跡に

つくられています、第一次大極殿の工事

の現場になります。当然、奈良時代の平

城宮ができた当初の建物というのはどこ

にも記録が残っていなくて、柱の太さと

間隔しかわからないということで、本当

にこの形の建物が昔建っていたのかどう

かというのは実はわからないわけです。

要するに、たくさんの学者の先生がいろ

いろ議論をして、恐らくその時代性と使

える技術の限界からこういった建物が建

っていたのではないかということを想定

して、これ復元しています。  

 奈良の大極殿というのは、当然、昔の

建物をもう一回つくり直しているわけで

すが、建築基準法上は、これ新築になり

ます。で、新築で建てると当然ですが、

今の建築基準法にちゃんと合致させない

と許可申請がおりません。許可申請がお

りないわけですから、何とかその伝統的

なつくり方をしながら、今の厳しい建築

基準法上をクリアしないといけないとい

うことで考え出されたのが、いわゆる免

震構造というやつです。これもう普通は、
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今では高層ビルなんか建てるときには、

当たり前のように、住宅なんかも一部こ

ういった簡単な免震化を図るような高度

な技術があるわけですが、要するに巨大

なお盆をつくりまして、そのお盆の下に、

ゴムと金属がサンドイッチ状になってい

る支承という、横にスライドができます、

ゴムでできていますからね。自由にある

程度動くというような仕組みをこの間に

挟み込んでいって巨大なこのコンクリー

トのお盆をまずつくる。で、このお盆の

上では必ずその下で大きな地震があって

もお盆の上に伝わるのは、非常にゆっく

りした周期の弱い地震になりますから、

耐震上のしきい値が、がさっと下がって、

よりフリーに建築をつくることができる。

この上の当然今の建築基準法上に合致し

ない建物の地震安全を担保するために、

床のほうで、まずお盆のほうで大きく揺

れを減らすというような考え方でつくら

れている例ということになります。こう

いった免震構造も先ほどの石場建てとい

うものの考え方の近代の技術を使った応

用編というふうに位置づけることもでき

るかと思います。 

ここまで地震が起こったときに、主に

その建物での構造上の工夫というのを見

てきたわけですが、まずは自分の命を守

るということが大事なわけですから、避

難を素早くできるようにするということ

も地震対策の非常に大事なポイントにな

ってきます。 

 典型的な町家の例ですが、お商売の種

類によっては、中でおみそをつくってい

たり、おしょうゆをつくっていたりとか、

小さな造り酒屋をやっていたりすること

があります、そのためには大きなはね上

げの扉を設けまして、そこで中でいろい

ろつくったものを出し入れするような、

純粋な町家とは少し違ってくるわけです

が、大きなものを出し入れするような産

業に使われるような町家というのも出現

してくるわけです。そうしますと、当然

扉が大きくなりますから、昼間はもうあ

けっ放しでも職人さんが出入りしている

から大丈夫ですが、夜はやっぱりちゃん

と閉めないとセキュリティ上問題がある

ということになります。ただ、大きなは

ね上げの扉を、ばしゃっと閉めちゃうと、

夜中に、あるいは火事があった場合に逃

げるときにまた扉を一生懸命に押しあけ

てということになりますので、逃げおく

れてしまう可能性が非常に高くなります。

そのための対策として考え出されたのが、

いわゆる避難戸と呼ばれる小さなこのく

ぐり戸になっています。大きな扉の中に

また小さな扉がついているという構造に

なっているのですが、これの非常におも

しろいのは、当然この小さな扉にもかぎ

はついています。かぎがついていないと

泥棒さんが入り放題になってしまうので

鍵はついているので、中からは鍵を外す

ことができるようになっているのですが、

そのかぎの構造は非常にシンプルで、ち

ょっと見えにくいですが、こう軸が通っ

ていまして板がこの軸でもってぶらぶら

にとめられています。その板の先端にス

ライド式のひっかけるような棒がついて

いて、この板を手前に起こしまして、こ

のスライドの棒を左へ押してあげると、

ここがひっかかりになり、この扉があか

なくなります。これが一応鍵になってい
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ますが、これはひっかかっているだけで

すから、地震で強く揺すられますと、勝

手にこれがぱたんとあいて、誰でもすぐ

外に出られるようになります。これもそ

こまで本当に考えて設計されたのかは定

かではないですが、地方によっては、こ

れ地震戸と呼ばれている地方もありまし

て、恐らくは地震が起こって大きな扉を

あける時間も惜しむような状況のときに、

勝手にこの簡易な鍵があいて、よく最近

でも大きな地震が起こってマンションな

んかの扉が傾いて出られなくなって、大

変な問題になるというケースっていうの

は皆さん、よく御承知だと思いますが、

恐らくこの工夫というのは、もうほぼ半

自動で地震がきたときに勝手に解放され

て逃げやすくなるというような構造にな

っていて、これも非常にすぐれた減災の

知恵の一つではないかと考えられている

わけです。以上が、地震の対策に推察さ

れます、いわゆる減災の知恵の一部を御

紹介しました。 

 次のテーマに移っていきたいと思いま

す。火災というのは、これは地震と比べ

ると非常に我々にとっては身近な災害で

す。日本の伝統的な町並みや建築という

のは、木の文化であり、外国人に言わせ

ますと、日本の建物というのは木と土と

紙でできているというふうに言われるの

ですが、よく考えたら確かにそうだなと

思うわけです。そういう意味では、木と

紙というのは非常に燃えやすいものです

から、火災というのは極めて身近な災害

です。近年はもちろん、耐火建築やいわ

ば防災の区画やまちづくりの形で少しず

つその性能という耐火性が上がってきて

いますけれども、昔は当然火事が起こる

と糸魚川駅北大火の例にもありますよう

に、延焼が広がってしまいやすい状況が

あったわけです。 

 こちらは、地震直後の火災の発生した

惨状を描いた絵図です。今は、消火栓が

ちゃんとあり、我々のふだん飲んでいる

水道水のネットワークに直結しているわ

けです。幾らでもそこから水がくめる。

で、各所にプロの消防士さんたちが配備

されていまして、ポンプ車でその水を素

早く使って消火活動をするという極めて

近代的な消防戦術が使えるわけです。  

 火事を起こす原因には大きく３つあり

ます。１つは当然、熱です。熱がないと

火は起きません。あと酸素です。酸素が

ないと火は燃え広がりません。３つ目は

燃えるものです。その３つがそろって初

めて火事というのは起こるということに

なります。ということは逆に、火事を抑

えようと思ったら、その３つのうちのど

れかを除いてあげればいいということに

なります。近代的な今の時代の消火戦術

というのは水を使いますから、いわゆる

注水消防と呼ばれるやり方ですけども、

水を使うことによって一つは温度を下げ

るということと、水によって表面を覆っ

てあげることによって酸素を遮断すると

いうようなやり方で効果的な消火活動を

行っています。ただ、江戸時代には、こ

の注水消防というのは基本的になかった

わけです。ポンプというのも、ポンプは

なくはないのですが、竜吐水と呼ばれる

両側で火消しさんたちが、えっちらえっ

ちら、大きなてんびんを動かすことによ

って、わずかな水をくみ上げるというよ
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うなシステムだったのです。その水は実

は火に向けてかけるのではなくて、火の

中に飛び込んでいく要するに火消しの人

たちが水をかぶるためにくんで、人にか

けていました。火事場に出かけていく人

にポンプで水をくんでかけていたので、

必ずしも注水消防には使えるほどの能力

はなかったわけです。では、どうしたか

というと、３つ目のいわゆる燃えるもの

を取り除くしかないわけです。そのため

に破壊消防といいまして、まだ燃えてい

ない建物、でもこれから燃えるかもしれ

ないところを先に壊すんです、先回りし

て。で、壊して、その場に即席の防火帯

をつくって、それで要するに延焼を食い

とめるというのが、今の我々が見ると、

すごい乱暴に見えますが、これが基本的

には唯一の効果的な消火方法、消火と言

っていいのかわかりませんけど、延焼抑

止方法だったわけです。なので、昔の火

消しの人たち、よく時代劇なんかでまと

いを持ったりとかして、何か場所取り合

戦が始まって、けんかが始まってという

ようなシーンを皆さん、ごらんになった

ことがあると思いますが、火消しの人た

ちというのは、今でいう消防団というか、

半分ボランティアの方々なんですが、と

び職の方とかいわゆる大工さんとか建築

関係の方が多かったと言われています。

建築つくる人は、どうすれば建物を壊せ

るのかというのも同時によくわかってい

ますから、そういう意味で非常に適職で

あったと考えられます。なので、だんだ

んこの町火消しもいろいろ政治欲を持っ

てきますと、火事のときにどさくさ紛れ

に気に入らない人のお家を勝手に壊して

回ったりするようなこともあったようで

す、いろんな「その筋」の方々の組織が

何々組とついているのも、そもそも遡っ

ていくと、こういった江戸時代からの火

消しのところにつながっていることもあ

ったらしく、後世になってくるとだんだ

ん乱暴な人たちだということになって、

明治時代にはこの組織は廃止されて、警

察の組織のもとに消防というのは公的に

置かれていくというような流れになりま

す。いずれにしても、破壊消防というの

が中心だったので、あくまでも水を使っ

た消防ではなかったということをぜひ頭

に置いておいていただければと思います。

火事とけんかは江戸の華と呼ばれるぐら

い、恐らく、江戸の町人たちがやせ我慢

をして言ったのではないかと思うわけで

すが、宵越しの金を持たないというのも、

あした火事で全部失ってしまうかもしれ

ないので、今あるお金はもう今日中に使

おうというところから伝わってきたもの

の考え方ではないかと言われています。 

 京都も今、非常に整った町並みが残っ

ているように見えるわけですが、京都の

町並みも、実は、「仮屋づくり」と以前

呼ばれていたように、江戸時代なんかは、

つくっては町中すぐ燃えてしまうわけで

すから、言ってしまえば同じ規格で同じ

タイミングに同じ技術で町全体を復興す

るということが常態的に行われていたわ

けです。結果として、同じ時代に同じ構

法で同じ材料でつくられるわけですから、

整った町並みになっていって、今の京都

の美しい整った町並みというのも、もし

かすると何度も繰り返される大火がなけ

れば整った形になっていなかったかもし
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れないという皮肉なこともいえます。ち

ょっと話が脱線してきたので戻しますと、

宵越しの金は持たなくてもいいのですが、

それだけやっぱり火事が起こりますと、

さすがに大事なものはどこか燃えない場

所にしまっておきたいとなってくるわけ

です。で、何がつくられたかというと、

私たちもあちこちで見ることができるい

わゆる土蔵と呼ばれる土塗りの防火建築

ということになるわけです。もちろん、

この中身は全部木造ですが、外側に土を

こってりと塗りたくることによって、熱

が中の木材に伝わるのを少しでも防ぐこ

とで、中の大事なものを守っていくとい

うことができるように工夫された建物で

す。土はどこでも手に入りますから、非

常に材料費も安いですし、非常につくり

やすくて普及するわけです。 

 実はこの土蔵には大きな弱点がありま

す。土でできていますので、水に弱いわ

けです。日本は非常に雨の多い、世界の

年間平均降雨量の２倍、１７００ミリほ

ど降りますので、そのまま置いておくと

溶けてしまうわけです。それでしょうが

ないということで渋々屋根をかけるわけ

です。屋根はやっぱり斜めの材で保持し

てあげなければいけないので、木造にな

るわけです。木材を屋根に載っけている

わけですから、当然そこが燃えると非常

に危険な状態になるわけです。どうした

かというと、こういうふうに置き屋根と

いうのですが、もともとお豆腐のように

上まできれいに土で、塗り壁でつくり上

げたものの上にちょこんと載せるように

この木造の構造の屋根をかけまして、帽

子のように載っかっているだけで、これ

で雨を防ぐ。何でこうなっているかとい

うと、本当に大火事になってきたときに

は、みんな家族総出でこの屋根にロープ

をかけて、引きずり落とします。それで

木材を全部地面に落としてしまって、防

火効果を最大限発揮できる本来の姿に戻

すというような形であり、そのためにま

さに、置いてあるだけで構造上つながっ

ていない屋根を持つ蔵というのも、これ

実はかなり初期の姿になるのですが、今

もかなり随所で残っています。この屋根

だけではなく、実はこの横の外壁も雨に

対して非常に弱いということになります。

地面に落ちた水がはね返ってどんどん下

のほうから溶けていきます。それを防ぐ

ためにやっぱり腰壁という形で、木の要

するに囲いを巻きつけまして、はね返っ

てくる水から、下の土の壁を守るという

ことになるわけです。当然、木ですから、

そのままあると燃えてしまう、逆効果に

なるので、このように今もかなりこれ残

っていますが、要するにワンタッチ式に

なっていて、金属のかぎ型のものを土壁

に埋め込んでおき、そこにちょうど穴を

あけておいたパネルをパタンと建てこむ

わけです。そこに、何て言うのでしょう

か、木の棒を下からはめ込むことによっ

て、この摩擦でこの壁が落ちないように

とまるという構造になっています。金槌

なんかでここの角をたたきますと、ぷら

んと外れてぱたっと簡単に腰壁を外すこ

とができるようになっています。なので、

実際に火事が起こって、ああ火事がきた

ぞと、風向きがやばいぞということにな

ると、一族総出でこの腰壁もはがして回

るということです。要するに防火効果を
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最大限に発揮するように臨時的に変化を

させるというようなことが工夫として残

されています。実際に、昔の絵図を見て

いただくと、火事の後の避難生活を描い

た絵図があります。春日権現験記絵とい

います。実際に描かれている土倉には屋

根がなく、腰壁も全部ないということで、

恐らくこれは延焼火災の前にそういった

ものを全部取り壊して、その結果これが

残って、そこに身を寄せて生活をしてい

るような姿ではないかと考えられるわけ

です。なので、昔の防火建築というのは、

そういう意味では変化させることによっ

て能力を発揮させる。むしろ、ふだんの

脅威である水とか雨に対して、こういう

仮設的な要素を取りつけることによって、

それで凌いでいたということで、２つの

いわゆる被害を最初両立させながら最小

限に抑えるための、一つのすぐれた工夫

ではないかなというふうに考えられます。

いざという時に備えて外しやすくできて

いるわけですから、実は非常にメンテナ

ンスも楽ちんです。土壁よりも木のほう

が、傷みが早いですから、木が傷んでき

たらこういうふうに壁だけ外してそこだ

け新しく大工さんにつくってもらっては

め直すということで、メンテナンスも楽

にするための工夫であったと考えられま

す。だんだん、お金持ちになってきます

と、メンテナンスフリーという、近代の

我々がどうしても追求したくなる要素が

入ってくるわけです。 

こちらは、高知県の吉良川というとこ

ろの伝建地区の写真になりますが、こち

らでは水切り瓦と呼ばれていますが、塗

り壁の壁にところどころに瓦を入れて、

壁を伝ってくる雨水をちょっとでも早く

切るというようなつくり方が一般化して

います。これはなぜかといいますと、高

知県ですから、もう台風銀座でして、毎

年のように台風が上陸するわけです。そ

うしますと、いかにこれだけ木で囲って

いても、上のほうまで当然囲えませんか

ら、そっちはどうしてもどんどん土が削

れていってしまうということで、こうい

った瓦を間に挟むことによって、少しで

も表面が乾いた状態を維持します。土壁

を、台風、風雨から守るという考え方と、

防火性能を持たせ維持するという、２つ

の考え方を同時に維持するためにこうい

う非常に特徴的な工夫がなされてきたと

考えられます。同時に、この地方では、

土壁の土そのものにも特徴がありまして、

いわゆる、土佐しっくいですが、海藻類

のぬめりみたいなものを一緒に練り込ん

で、壁土を構成することで、少しでも耐

水性を上げるというような工夫も同時に

されていたようです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、地域が違いますと、いわゆる

なまこ壁と呼ばれる立派な蔵を目にする

ことがあるかと思います。この写真は倉

敷の一つの例ですが、こちらはさらにグ

レードが上がっていて、要するに瓦であ
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れば耐火性能もあるし、耐水性能もある

だろうということで、瓦を直接壁に張り

つけていけば、一々火事がきたからとい

って外さなくていいし、メンテナンスも

楽ちんだということで、こんなふうにお

金のある人たちは、板瓦をこういうふう

に壁に張りつける。ただ、壁に垂直に張

りつけるわけですから、どうしても瓦だ

けですとぽろっと剥げてしまいます。剥

げないようにするためにこの目地のとこ

ろに、過剰にいわゆる塗り土を盛りつけ

まして、それで付着強度を確保するとい

うことで、盛りつけたしっくいが、なま

このように見えることから「なまこ壁」

というふうに呼ばれています。さまざま、

垂直なデザインだったり、斜めのような

格子状のデザインだったり、いろんなデ

ザインが工夫されていまして、これも、

ぱっと見、きれいだな、特徴的だなと思

いますが、その裏にはやはり水との闘い、

そして火事との闘いが生み出してきた一

つの様式であるというふうに理解できる

わけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

蔵の場合、当然、周りががっちり塗り

壁、分厚い塗り壁でできていますので、

耐火性能はいいわけですけど、ただ本当

に耐火性能をよくしようと思ったら、入

り口とか窓が少ないほうがよくなります。

で、本当に窓なしでつくっちゃうと、今

度荷物も入れられませんし、虫干しもで

きなくなるので、やっぱり日本は湿気が

多いので、窓をあけないといけないこと

で、渋々窓をあけるわけです。で、窓を

あけたときに、当然そこが防火上、弱点

になるわけです。今みたいに高度なサッ

シの技術のような、気密的でもう虫一匹

入らないというようなのは当時はありま

せんので、昔はこういうふうに召し合わ

せのところをでこぼこにして、階段状の

ものがゆっくりそこに階段状にしっかり

とかみ合うことによって、気密性を少し

でも高めようというような工夫がなされ

ています。こういうふうによく分厚い扉

に、でこぼこがついているというのは、

いわゆるそこに、これは近代的な技術で

はラビリンス・シールという言い方をす

るのですが、細長い通路をつくることに

よって空気の行き来を少しでも減らそう

という工夫です。ぴったり閉めるという

技術がなかったので、こんな方法をとっ

ていたわけです。これだけだとやはり土

ですから、最初はもうぴったり閉まるの

ですが、だんだん乾燥していきますと、

痩せます。痩せるとすき間があいてきま

す、どうしても。どんなに精度を高くつ

くっても、やっぱり必ずちょっとはすき

間があいてしまう。もし大火が襲ってき

た場合、外の炎というのは中の酸素を求

めて入ってきますので、すき間があいて

いるだけでそこから中に火が入ってきま

す。一回、中に入ると、もう完全に蒸し

焼き状態になってしまって、全く土蔵の

役割を果たさないということになるので、

いかにこのすき間をなくすかというのは
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非常に重要なポイントだったわけです。

で、昔の人はどうしたかというと、お金

がある人は、用心土をもともとストック

しておきました。それで左官屋さんと契

約しておきます。火事がきたときに誰の

うちよりもまず俺のうちにくるんだぞと

いうことでお金を渡しておいて、遠くで

火事が起こって、うわっ、風向きがやば

いなということになったら、その人を呼

びに行って、用意してあった土を練って

もらって、このすき間を全部目どめする

というようなことが行われていました。

一方で、お金がない一般庶民で、中ぐら

いで、蔵が建てられるけれど、そんない

つ起こるかわからない火事のために専用

の大工さんを雇えない人たちは、どうし

ていたかというと、どうもその家にあっ

たみそをここに全部塗り込めまして、み

そで目どめをしていたというところも記

録に残っています。ですので、さまざま

な工夫で、その建物そのものでは最大の

パフォーマンスが発揮できない場合でも、

ただそこに人が一手間を加えることによ

って、そのパフォーマンスが発揮できる

ようにするという、人間の活動とその建

物の両方をうまく活かして減災に役立て

ていたという工夫が、そこからまた見え

てくるかなと思います。 

 で、これは、まだちょっと立証されて

いないですが、例えば京都も町家がたく

さん立ち並ぶところですが、町家の特徴

としては、通りに対して平側から人が出

入りできるようになっているわけです。

普通、妻側にしておくと、雪とかも落ち

てこないので非常に出入りが便利ですが、

この密集市街地ですから、お隣同士と隣

接して押し合いへしあいで生きています

ので、もし全部妻入りの建物でつくって

しまうと雨が建物と建物の間に全部入っ

てしまって、壁が腐ってしまうというこ

とから、基本的に雨はもう前へ、あるい

は後ろに落とそうということで、こうい

うふうにお互い向かい合っておじぎをす

るような屋根勾配の構造の町並みがつく

られているわけです。これを、火災の専

門の先生が検討してみたところ、もし道

路の反対側に大きな炎、火が入って延焼

しているような状況で、細い道を挟んで

反対側に延焼してしまう可能性があると

いうことを考えていきますと、あぶられ

た高熱になった空気というのは、放物線

を描いて、軽いですから上へ上がってい

くわけです。そうするとその放物線の中

に、向かいの建物が一部でも入ってしま

うと、そこから着火してしまうわけです

が、こういうふうにお互いが頭を下げ、

おじぎをするように互いに対して頭が低

くなっている構造になっていますので、

少しでも片側から起こった延焼というの

が反対側に移るのをある程度抑止できた

のではないか考えられております。こう

いう向かい合う傾斜を持った屋根の形と

いうのも、道路を挟んで延焼することを

少しでも防ぐために、こういった屋根の

勾配を統一化したスケール感というのが

生まれてきたのではないかというふうに

言う方もいらっしゃいます。この辺は、

今後、いろいろ実験とかシミュレーショ

ンをやっていきたいところであります。 

 そのほかにも、お隣から燃え移らない

ようにするシンプルなやり方は、防火壁

をつくろうということです。どうしても
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建て詰まっている場所では、土地が全然

ありませんから、ちょっとでもお隣とぎ

りぎりのところまで建物を建てたいわけ

です。そうしますと、隣り合う壁同士を

一応塗り壁にしていれば、それは防火壁

にはなるのですけど、実は先ほど糸魚川

の話でも出てきましたが、こう軒を伝っ

て火っていうのは横へ広がっていくとい

うことが起こるわけです。糸魚川駅北大

火では、雁木がどうもその導火線になっ

たという話もありますが、それと同じよ

うに、統一的な町並みですと２階の軒の

高さもほぼ同じですし、１階の下屋の高

さもほぼ同じになりますので、片や一軒

の家で火が起きますと、その軒の下を通

って隣に火が移っていくと。それを何と

か防ぎたい。だんだんお金がたまってく

ると自分の家を守りたくなるわけで、そ

れで発達してきたのが、このいわゆるう

だつと呼ばれる防火壁であります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お隣同士の建物の間にそで壁を伸ばして、

この軒の連なりを物理的に遮断するとい

うことによって、隣から火をもらうのを

防ぐと、あるいは自分のところで出した

火を隣に少しでも行かないようにすると

いう考え方です。これは、今現在、広く

全国に分布しているような形態で、さま

ざまな地域によって呼び方も違って、形

も違っているのですが、これも最初は恐

らく、純粋に防火壁としてつくられるよ

うになったと思うのですが、だんだん時

代が下がってきますと、こうですね。こ

ういうふうに何かやたらと装飾的な意味

合いが大きくなってきて、いろんなもの

がごてごてと着きはじめて、どんどん大

きくなる。防火的な目的だけだったらそ

んなに大きくしなくても、ましてやこん

な装飾なんかつけなくても、十分効果は

発揮できるわけですが、だんだん装飾的

な要素が強くなってくるわけです。どう

もその背景には、うだつをつくるという

ことが、とても大事なものを自分の家は

持っているのだということを外部に自然

にアピールする一つの要素になってくる

わけで、だんだんお金持ちになってくる

と、うちはもう、お金があるんだという

ことで、頑張ってこのうだつを大きくす

る。で、デザインもいろいろ工夫して派

手にしていくと。そうするとよその人が

見ると、まあ立派なうだつが上がってい

て、お金持ちなんだろうという感じにな

りまして、いわゆるうだつが上がる、上

がらないという今の慣用句として使われ

るような、ほかにも説はあるのですが、

存在につながっていったというふうに考

えられます。ですので、ここで言ううだ

つというのは、いわゆる防火壁のことで

あって、それがいろいろちょっと意味的

に変わってきて、今で言ううだつが上が

るとは、甲斐性がある人は立派なうだつ

をつくってたくさんの富を蓄えることが

できるという意味が慣用句に変化してい

ったというふうに考えることができます。  
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 ここまでは、おおむね建物単位の防火

の考え方を見ていただいたのですが、例

えば町家のような伝統的な建築様式です

と、道側に母屋があり、奥に中庭があり、

一番奥にいわゆる土蔵がありました。そ

こに大事なものをしまっていくという平

面形態で大体統一されてくるわけです。

そうしますと、ずらっと同じような町家

が並んでいきます。当然、その土蔵の位

置も大体そろってくるということになり、

こちら、高山の三町の重要伝統的建造物

群保存地区ですが、似たような平面形態

の町家がいっぱい並んでいます。奥の土

蔵もほぼ同じような位置にずらっと並ん

でくるわけで、結果として、こういう土

蔵が並びますと、これは一軒、一軒が防

火建築の形になっていますから、それが

自然に防火帯、帯として防火のための効

果を発揮するようになっているというふ

うに考えられています。実際にこの考え

方を活かして、この高山三町では、土蔵

の補修事業に、普通は文化庁のいわゆる

文化財の保存修復の予算しか出ないので

すが、町の街区に対する災害対策の位置

づけもあるということで、防火・防災と

いうフレームでも予算を出すことにして

いまして、それによって、文化的な景観

を守り再生しながら防火帯としての能力

を再生強化するというようなことを、実

際に取り組みとして始めているというと

ころです。まさに町並みの保全と災害安

全を両立している一つの例ではないかと

いうふうに考えられるわけです。  

そのほかにも、火事というのは自分の

ところで燃えた場合は、それは諦めるし

かないですが、昔はまさに延焼がひどく

て、いかに火をもらわないかということ

が極めて大事なポイントになるわけです。  

お寺の例なのですが、よくお寺も立派

なお寺になってきますと、たくさんの塔

頭を自分の敷地の中に設けていきます。

その塔頭は、それぞれで宗教上の行事の

割り当てが変わってきますので、そこに

渡り廊下をつくって、楽に渡っていって

お祈りをしたいというふうになってきま

して、渡り廊下でまるで増築を繰り返す

温泉旅館のように、いろんな塔頭が結ば

れていくということになります。それは

非常にふだん使う上では便利ですが、ど

れかで火事が起こりますと、渡り廊下が

どうしても導火線になってしまって、大

事な本堂を焼いてしまうというようなこ

とが起こるようになってくるわけです。 

 これは２００６年に調査されて新聞に

取り上げられた例で、知恩院ですが、集

会堂というふだんお坊さんたちが集まっ

て学習会なんかをやる場所と、御影堂と

呼ばれる御本尊をおさめてあってお祈り

を行う場所の間に渡り廊下があるのです

が、どうしても集会堂とかいわゆる庫裏

と呼ばれるふだんの生活、お坊さんの生

活を支えておられるところは火の気があ

りますので、火事が起こりやすいわけで

す。今までもここで火事が起こって、結

局この渡り廊下を導火線のように火が伝

っていって、御影堂へ入ってしまうとい

うことは、何度かあったようでありまし

て、その対策として恐らく考え出された

のが、切り離し自由なこの渡り廊下とい

う構造であります。どうなっているかと

いいますと、これ渡り廊下の断面になっ

ていまして、床が地面から浮かしてつく
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ってあるわけですが、その床を支える構

造とは別に、それに沿わせる形でこの屋

根を支えるためだけの柱を上まで通して

います。要するに、ここは二重の柱にな

っていて、床を支える柱と、屋根を支え

る柱が隣り合っているという状態になっ

ています。何でこうなっているのか、こ

れも諸説あるのですが、一説では、屋根

を支える柱をこう外側にがんと木槌の様

なものでたたくことによって、その屋根

を支える部分だけを取り壊すことができ

るように作られたようです。火というの

は当然上のほうが、温度が上がってきま

して、高いところに燃えるものがあると、

燃え進みやすいわけです。この方法で屋

根だけ簡単に壊すことができれば復旧も

簡単ですし、導火線のように火をもらう

可能性を少しでも少なくすることができ

るという考え方です。いざというときに

あえて屋根を簡単に壊せるようにするよ

うな工夫をあらかじめしておくことで、

導火線になるリスクを少しでも下げると

いう、これもやはりふだんの使い勝手と、

もしものときのオペレーションというの  

がうまく両立するような考え方が含まれ  

ていると考えることができます。  

 次の例ですが、日本の町並みは木でで

きていますので、燃えるわけです。燃え

なくすることはもうできない。じゃあど

うするかというと、もう一つの方法は、

燃えても消せるような環境、安全な環境

をつくっていくことができれば、燃えや

すいものの中でも安心して暮らすことが

できるのではないかということで、もう

一つの大きなアプローチが、燃えても消

せる環境をつくっていきましょうという  

考え方になります。  

 代表的な例として、これ島根県の津和

野の水路の例を挙げさせていただきまし

た。津和野川の水をずっと上流側から分

流してきまして、町中にこの水路をめぐ

らしてあります。もともと津和野という

のは城下町で山城がありまして、その麓

の谷沿いに集落が発達して城下町になっ

ているわけですが、要塞都市ですからよ

そから攻めてこられたときに当然戦場に

なるわけです。そうしますと、火を放た

れるとか、いろんなことが起こりますの

で、少しでも素早く消火できるようにと

いうことで水路をめぐらすことによって、

初期消火を簡単にするという工夫された

例であります。こういった城下町に水路

がたくさん流れているというのは、日本

全国いろんなところで見ることができる

と思いますが、水路が日常的な生活用水

として使われると同時に、敵の足止めに

も役に立ち、もし火事になったときにも

防火用水として役に立つというような複

数の意味を持たせてこういう水路網とい

うのは建設されてきたと言われています。  

地上の写真を見ていきますと、こういう

ふうに非常に美しい町並みの中に、なみ

なみと水を張ったゆっくりと流れる美し

い水路があるというような状況でありま

す。こんな状況で今も維持されています

ので、実際にこの津和野では近代以降に

も幾度か火事があったのですが、もちろ

ん、近代的な消火栓使うわけですが、そ

ういった消火栓はもうプロの消防士に使

ってもらうわけですから、地元の消防団

はこういった水路から可搬式ポンプで水

をくんで消火活動に参加をするというこ
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とで、今も昔もこの水というのは防火活

動に大いに役に立っているというような  

状況であります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また行かれた方はわかるのですが、美

しいコイが、たくさん水路に飼われてい

ます。これ観光のためですかとお聞きし

ましたら、いやいや、彼らにはちゃんと

仕事があると行政の方がおっしゃいまし

て、えっ、何かこれは役に立つのですか

って聞いたら、やっぱり水がゆっくりと

流れていますので、害虫が湧きやすいそ

うです。ハエとかカが、いわゆるボウフ

ラが湧くのですが、それらをコイが食べ

てくれるものですから、いわゆる害虫対

策としてもこの魚を飼っておくというの

は大きな意味がありますというふうに教

えてくださいました。これは本当に江戸

時代ぐらいからずっと続く一つのいわゆ

る衛生の知恵といいましょうか、魚を飼

うことによって、景観的にも美しい風景

を維持しつつ、害虫を減らして衛生的な

生活を実現するということにも役に立っ

ているという例でございます。  

 水路を上流に上がっていきますと、集

落の中でこういうふうにカワドと呼ばれ

る水場が整備されていまして、昔は飲料

水もそこからとって、米もとぐし、服も

洗うし、最後赤ちゃんのおむつも洗うと

いうような状況で、さまざまなフェーズ

でこの水というのは使われてきたわけで

す。当然、その下のほうでお米をとぐ水

をくんでいる人がいた場合に、上でおむ

つを洗われたらとんでもないことになり

ますので、ちゃんと時間帯が決まってい

て、朝、何の刻から、早朝の間は飲み水

と基本的には食料を煮炊きする水しかと

ってはいけない時間帯が決まっていて、

だんだんお昼ぐらいからお皿を洗ったり

服を洗ったりすることができることにな

って、夜半になって初めておむつを洗っ

てもオーケーというような形で、その時

間区切りでさまざまな用途のために町で

ルールを決めて使っていたということで

あります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このカワドも、いろんな場所にあるの

ですが、ちゃんと組ごとにありまして、

このカワドを使っている人たちの名札が

下がっています。どこかのカワドがちょ

っと汚れて放ったらかしになったり、荒

れていたりすると、ああ、誰々さんの組

はこうなんだというふうに周りから蔑ま

れてしまい、そういう適度な緊張感の中

でこのカワドがきちんと維持管理されて

いるというようなこともありまして、本
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当にコミュニティーの中でルールととも

に、貴重な水資源というのを効果的に使

っていたという社会的な背景も  

あります。  

町中の市街地へ行くと、こういうふう

に水路があちこちにあいていますと、車

が落ちたり、人が落ちたりしますので、

このような木製のふたがかけられていま

して、所々にスリットが入っています。

そこに要するにセギ板と呼ばれる小さな

板をすぽっと差し込むことができるよう

になっています。水路は一定の勾配でず

うっと水流れていきますから、水量は結

構あるのですが水深が浅いです。そうす

るとどうしても火事が起こったときに、

バケツでくもうにもちょっと水深が浅過

ぎて効率が悪いということで、水まきす

るにも、誰でも簡単に操作できるような、

セギ板を、ぷすっと差し込むことによっ

て水位を即座に上げて、そこから打ち水

をしたり、スイカを冷やしたり、防火の

バケツリレーに使ったりというようなこ

とができるように工夫されています。こ

のふたも木製でできていますので、一人

で実は持ち上げることができるようにな

っていて、極めて現代的な考え方だなあ

と思って地元の方にお聞きしたのですが、

いやいや、これはもう昔からこの様式で

すよということを言っていましたので、

恐らく先人たちもこの水路の活用の仕方

として、意図的にこういったデザインと

環境をつくってきたんではないかと考え

られます。  

これも郡上八幡の一画で、職人町とい

うところでは、軒下に、これ今、ブリキ

のバケツですけれども、昔は恐らくこれ

は手桶のような木でできたような桶だっ

たと思われるのですが、軒下にずうっと

町の名前が書いてあるバケツが下がって

いまして、それが一つの景観の一部にな

っています。だからその軒下につってあ

る桶を見れば、そこが何町なのかがわか

るようになっています。というのも水路

が網の目のようにたくさん張りめぐらし

てあるために、玄関先にほとんど余地、

すき間がないものですから、恐らく最初

はもう置くところがないのでもう手桶を

軒下に吊ったのだと思いますが、結果と

してそれが一つの景観の要素になってい

て、場所のアイデンティティーにもなっ

ているというふうなことで、これも一つ

の減災の知恵がそのまま景観として価値

を持ちつつある姿の一つではないかと考  

えられます。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上のような、燃えやすい場所であれば

燃えてもすぐに消せるような環境をつく  

ればいいじゃないかというような工夫と  

ご紹介します。  
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 これは、我々研究者もサポートをさせ

ていただいて京都市の消防局さんが事業

化されましたプロジェクトで、雨水を使

った防火用貯水槽と、地震が起こった場

合でも断水しないような特殊な配管を活

用して、地域の防火に役に立てるために、

市民用消火栓を整備した例です。これは、

２カ所に水源を設けていまして、どちら

も雨水をためているのですが、低いほう

はポンプを整備してポンプで水圧を加圧

していますが、震災なんか起こりますと、

ポンプが長い時間稼働できなくなる可能

性があるということがありまして、バッ

クアップにつくった貯水槽は、清水寺さ

んの世界遺産の区域の中に場所をいただ

いて、ちょうど子安の塔という舞台から

正面に赤い小さな三重塔が見えるのです

が、それのすぐ横に、実は１，５００ト

ンの貯水槽を埋めてあります。標高が高

いものですから、重力だけで水が加圧で

きるということで、その２つのバックア

ップでこの地域の整備がされています。

こういった防火設備も周辺が世界遺産の

バッファーゾーンでもありますし、一部

は産檸坂伝統的建造物群保存地区になっ

ていますので、デザインも非常に気を使

わなければいけないということで、市民

用の消火栓ですけども外側にこういうふ

うに焼いた杉でカバーすることで景観と

調和を図るということをやりました。逆

にこれあんまりにもやり過ぎたので、地

元の人でもどこに消火栓があるのか、よ

うわからんというふうに言われる事態に

なってしまいまして、今、どうしようか

ということで、夜は少しでもぼんやりと

行燈のように光るように工夫するなど、

ちょっとでもわかるようにしないといけ

ないなと、今、技術的な検討をしている

ところです。  

 この消火栓は、市民がひとりで使える

というのが大きな特徴になっています。

通常の消火栓というのは御承知のように

６５ミリという大きな口径を持っていま

して、だからこそプロの方々が効率よく

消火活動ができるのですが、逆に高出力

過ぎるがゆえに我々一般市民の手には負

えないわけです。プロの方でも消火栓一

個を操作するのに３人最低必要ですから、

我々市民がひとりで操作するというのは

とても無理ということです。逆にひとり

でも操作できるぐらいのレベルに調整を

しまして、もちろん消火能力は通常の消

火栓ほど高くはないのですが、一番効果

的な初期消火に素早く使えるようにとい

うことで、保形ホースが採用されていま

す。普通の消防用ホースは使い終わった

後には平らに潰して畳めるようになって

いるケースが多いのですが、あれですと

水圧がかかったときにぷうっと膨らんで

非常に暴れて危険です。なので、皆さん

お家で使っている掃除機のホースのよう

な中にループコイルが入っていて、中に

水が入っていなくても形を保っているタ

イプの保形ホースというのがあって、あ

れを活用して非常時に使えるようにして

います。で、同時にこの地区では、たま

たま水源が雨水なので、水道代がかから

ないということで、ふだんから使っても

らいましょうということで、これを一般

市民の方に地元の方にもう自由に使って

いただいています。そうしたら打ち水な

んかに使っている方もいますし、自分の
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庭木に水やっている人もいますし、猫や

犬を洗っている人とかもいるというよう

な状況です。これはあえてそうすること

によって、もともと防火設備というのは

いわゆるいざというときしか使わないも

のですが、いざというときしか使わない

と大体いざというときに使えないです。

もう傷んでいたり、訓練ができていなか

ったりするので、むしろ、ふだんから使

ってもらうことで、メンテナンスは頻度

が上がり、誰もが訓練しなくても、どこ

に行ってどうすれば水が使えるのかとい

うことをふだんからわかるような状況を

つくりましょうということで、こんな方

針を打ち出しています。  

 水害というのは日本人にとって身近な

災害の一つになっています。これ実は、

海外のヨーロッパ等の大陸の河川の勾配

と長さというものと、日本の主要な河川

の勾配と長さというものを比較できるよ

うに一緒に図にしたものです。 

 日本で一番長いのは信濃川だというふ

うに言われていますが、それも赤い色に

塗ってあるところがその長さと勾配の比

になります。それに比べて例えばフラン

スのセーヌ川とかヨーロッパのライン川

というところを見ると、河口からの距離

がもう１，０００キロを超えるような非

常に長い河川であっても、高低差という

のはせいぜい４００メートルです。ライ

ン川は、最後アルプスに入っていきます

ので、非常に高いところになってきます

が、これ見ていただきますと日本の河川

がいかに急勾配であるかということが御

理解いただけるかと思います。国土の６

６％が山地で、わずかな平地に私たち日

本人は多くの人が住んでいるわけですが、

そういうところの多くは、やはり河口に

なっていることが多いということもあっ

て、必然的に勾配の急な川の出口にたく

さんの人が住んでいるという構造になり

ますので、水害に遭う頻度というのは上

がってきてしまうわけです。そういう意

味で、いかにこの水害を減らすのかとい

うことは、私たち日本人にとって長い間

頭の痛い課題になっています。川を治め

るものは国を治めると武田信玄が言った

ように、それだけやっぱり治水というの

は常に大きな課題であり解決すべきポイ

ントであり続けたと、今もそうであると

思います。 

 まず１つ目に御紹介するのが、桂離宮

です。桂離宮、行かれた方もいると思い

ますが、ふだん、公開されていません。

宮内庁にはがきを送って１週間ぐらいす

ると予約票が回ってきて、決まったとき

にそれを持っていくと入れてもらえると

いうような形です。ただ、裏の手があり

まして、外国人を一人連れていくと、そ

の人のガイドだと言い張れば、いつでも

入れるということになっていますので、

ぜひ行ってみてください。何を言いたい

かというと、その入り方もそうですが、

ぜひ、桂離宮に行ったときに見ていただ

きたいのが、桂垣と呼ばれる桂離宮の独

特の垣根でございます。これは空撮した

ものですが、桂川がこの辺を流れており

まして、この図でいきますと皆さん向か

って左手のほうの下流に流れていくよう

な形になっています。で、堤防がありま

して、そのすぐ隣に桂垣という垣根で、

これ、堤防の上で桂川に対峙していまし
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て、その奥に桂離宮ございます。もとも

と離宮ですから、要するに皇族の別邸の

ような形で使われていたわけですが、こ

の桂川というのは、とんでもない暴れ川

でして、今も時々、今ですら嵐山のあた

りで床下浸水があったりするように、構

造上難しい課題を抱えている河川です。

今みたいないわゆる水防技術が発達して

いない時代から、桂離宮というのは、暴

れ川のすぐ脇にあったということで、普

通に考えると、何でわざわざそんなとこ

ろにつくったのだろと不思議に思われま

す。ちゃんと調査ができていないので、

歴史の先生にそこはお任せしたいとは思

いますが、恐らくその場所が滞在するに

当たってとても由緒のあるいい場所だっ

たのではないかというふうに思います。

で、どうしても、その川の近くに皇族の

人たちの場所をつくらなくてはいけない

ということで、これは防災上非常にシビ

アなハードルになってくるわけです。そ

れだけの暴れ川が、桂離宮に攻撃しない

わけがないわけですから、じゃあどうや

ってそれを凌いでいたのだろうかという

ことを、いろいろ調べてみました。これ

が、先ほど申し上げました桂垣という、

恐らく全国でもここにしかないと思われ

ます。生きたいわゆる竹、ササをそのま

ま編んでつくった垣根であります。生き

ていますから裏から見るとこうなってい

まして、裏に生えている竹を折り曲げま

して、前のフレームにそのまま編み込ん

でいくわけです。だからこれ、生きてい

ますので、順番に新たな葉っぱが生えて

きては古い葉っぱが落ちていくというよ 

うな状態で、青々とした非常に美しいサ 

サが垣根状になっている垣根です。 

 こういう構造ですから、すき間だらけ

ですし、非常にやわらかいです。なので、

果たして、洪水のときに役に立つのだろ

うかというふうにちょっと心配になるぐ

らい頼りない感じの垣根ですが、実はこ

の垣根は、頼りないことが実は大きな意

味を持っているということがわかってき

ました。なぜかといいますと、この今道

路が見えているところが堤防の天端にな

りますが、ここからすぐ左側に行くと川

があるのですが、これがあふれてきます

よね。あふれてきますと堤防の上を越え

て水が到達するわけです。当然、桂川が

氾濫しているような時にはもう濁流にな

っていますから、上流からいろんな瓦礫

が流れてくるわけです。流木も流れてく

るわけです。もし、かたい材料でこの防

波堤のようなものをつくりますと、一定

程度まで被害はゼロに抑えることができ

ますが、時代が時代ですから鉄筋コンク

リートなどありませんので、どんなに頑

張っても限界がすぐきちゃうわけです。

だから堤をしっかりつくろうとすると、

それがもしやられたときにかえって大き

な被害になってしまう。そこで少なくと

も流木とか瓦礫は一応このやわらかいサ

サでクッションとして受けとめましょう

と。そのかわり、泥水は全部中へ入って

きます。もう全部中に入ってきてしまう

わけですけど、水の勢いを弱めつつ、や

わらかくそういった流木や瓦礫を受けと

めるということをこの垣根にさせるため

に、わざわざこの生きた弾力のあるササ

を編み込んでこの垣根をつくったと考え

られています。じゃあ水は入るじゃない
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かということですけど、入いります。そ

れだとすごく困りますので、どうしてい

るかというと、中の建物が高床になって

います。なので、一定程度の浸水は許容

すると、許容するけども床上浸水にはな

らないようにすることで、素早く復旧も

できて、かつ一定程度流木などについて

は外からも入ってこない。あとはこの水

と一緒に泥をきれいに掻き出せば、すぐ

復旧できるというようなことで、１つの

方法だけではなくて、２つの方法を上手

に組み合わせることによって、災害の被

害を抑えるという、まさに減災の特徴的

な考え方がここで見て取れるのではない

かと考えられます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

ほかにも、洪水多発地域としてよく知

られているのが、いわゆる岐阜県の河川

地帯にあたる、海津市ですが、輪中と呼

ばれる有名な堤防で周りを囲い取った集

落が、広大な河川敷の中に点在するとい

う風景になっています。一般的にはこの

縣廻堤と呼ばれる全部堤防で囲むという

やり方が我々の常識から考えると一番良

いように感じますけど、実はこの尻無堤

という形が割と主流であり、下流側が何

とあいています。あいていると、えっ、

洪水のとき水入ってきちゃうじゃないか

ということになりますが、入ってきます。

入ってきますけど、逆に先ほど申し上げ

たように、当時のこの堤というのは、丈

夫で高いものをつくることができません

でしたので、技術がなくて、ある程度逆

に高くつくってしまうと、もしあふれた

ときに大変な被害に遭ってしまうと。だ

から、逆に後ろをあけとけば、ちょっと

ぐらい水が入ってきても水はけが早いで

す。だから復旧のことを実はメーンに考

えて、大きな被害にならないように少し

でも減災するというような、復旧を考え

た堤防であると考えることができます。

とはいえ、水が入ってきますので、毎年

のように床上浸水になったらたまりませ

んから、家のほうでやっぱり少し土盛り

をして、それで高さをそろえて、多少の

浸水が堤防の中にあっても、生活が維持

できるようにという工夫がされていまし

た。高さについて、実はかって集落間で

争いがありまして、ちょっとでも相手が

高いとそっちがあふれなかった分、自分

のところに来ちゃいますから、もう競争

になってけんかになるわけです。なので、

町の中でルールが厳格に決まっていまし

て、何段以上積んじゃだめということが

決まっているので、結果的に町並みの中

で非常に整った床の高さというか地盤の

高さのそろった町並みが展開しています。  

 これもある意味、減災のための考え方

が発展していって、デザイン的に統一さ

れた様式につながっている例ではないか

と考えられます。神社なんかも町にとっ

ては大事なものですから、同じように高

床になっていまして、こういうふうに高

基礎の稲荷神社というのも地域に点在し

ていて、住宅だけではなくて、さまざま
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な大切なものをきちんと同じ高さにそろ

えて、備えるというつくり方になってい

ます。 

 ちょっとお金持ちになりますと、毎年

起こる水害ですから自分の敷地の中に一

時的に逃げる場所をつくるというケース

があります。これ、水屋といいます。母

屋よりも基礎が、奥側に少し一段上がっ

た石垣の上に蔵が建っていて、これが水

屋と言われています。ふだんはこのかさ

上げした分、母屋で生活できる設計にな

っているのですが、相手は自然ですから、

毎年同じような洪水で済むはずがないわ

けで、上がってきちゃうことあるわけで

す。そうした場合に、母屋が水に浸かる

という最悪の状況になっても、ぬれたら

使い物にならなくなる穀物とか、あとは

書物、いわゆる文書の類、証書とかそう

いう大事なものについてはここに置いて

おいて、母屋がもう水没する勢いになっ

てきたら家族総出でここへ引き上げてい

って、水が引くまでの１週間ぐらいはこ

この水屋で生活ができるというようなそ

んな工夫がされています。  

 お金がある人は、こんなことできるわ

けですけど、じゃあそうでない人はどう

するのかということで、つくられている

のが、この共同の避難施設、助命壇とい

う場所です。町の中の鎮守の森のような

形で神社や寺があるところに大体一緒に

つくられているケースが多いのですが、

地区の中で一番高いところにこういった

助命壇という共同の逃げるための避難小

屋というものが設置されていまして、水

屋を持たない人たちは、そこに集まって､ 

１週間程度、水が引くまでの生活を何と 

か維持するということができたようです。  

 次に御紹介するのが、仏壇です。これ

も輪中の中に、昔はすごくたくさんあっ

たらしいのですが、上げ仏壇という考え

方であります。これ、仏壇というのは、

昔の人たちにとっても今の我々にとって

も、先祖を敬う大事な設備なわけなんで

すけれども、ふだんはやっぱり生活に、

近いところにあってほしいわけです。御

先祖さんを祭ってあるわけなので。だか

ら普通に我々考えると、はじめから水屋

に置いといたら、そっちのほうが安全じ

ゃないかと思いますが、いやいや、やっ

ぱりちゃんと母屋にないといけないとい

うことで、母屋に置いてあるのです。当

然母屋に置いておきますと水屋に逃げな

きゃいけないぐらいの洪水になったとき

に水に浸かるわけです。それだとやっぱ

り御先祖さんにちょっと顔向けできない

と。どうするかということで、実はこれ、

簡易なエレベーターのような方式になっ

ております。洪水になったら屋根裏へ上

がっていって滑車でこの仏壇がこの屋根

の空隙のスペースにおさまるというよう

なつくり方になっていまして、今も１カ

所だけ残っているそうですが、昔はもっ

とたくさんあったようです。こういう洪

水に遭うということもデフォルトで実は

設計がされているというような例も見受

けられます。 

 さらに、当然水が上がってきますと１

週間ぐらいちょっと身動き取れなくなり

ますので、それは困るということで、小

舟を軒下に、ひっくり返してひっかけて

あって、いつ水害がきても大丈夫という

ような備えがされていました。これ上げ
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舟と呼ばれていますが、こういうものが

最初から用意がされていまして、水害と

ともに生活をしていくということで被害

を最小限にしていくような工夫が随所に

見ることができるわけです。  

 次は、津波の話になります。記憶に新

しい２０１１年３月１１日の東日本大震

災の津波ですが、これは大きな被害に遭

った松島の周辺地域の平面図になります。

こちらが瑞巌寺と呼ばれます大きな禅寺

ですけれど、有名な松島のお寺になりま

す。あの地域は、明治のときにも昭和の

ときにも津波が来ていますし、チリのと

きにも津波が来ています。津波というの

は、地震の震源が海の底にあって、つま

り基本はプレート地震がきっかけになり

やすいわけです。で、プレート地震とい

うのは、ずっと定期的に地球が動いてい

ますから、定期的にほぼ起こるというこ

とであり、やはり一度津波に遭う地域と

いうのはやっぱり同じような津波にまた

遭う可能性が高いわけです。そういう歴

史を持っていますので、やっぱり昔から

その場所にあるということは、昔から少

しずつ場所を吟味していって、より安全

な場所に建てられ続けるというようなと

ころが背景にあるのだと思われます。こ

ちらの瑞巌寺さんも結果として津波ここ

まで、参道の途中まで上がってきていま

すが、本堂までは来ませんでした。実は

明治のときも同じような状況だったそう

です。ここに修行道場がありまして、も

ともと禅寺というのは、大きなお寺さん

になってきますと門下の若いお坊さんが

全国から集まって、そこで宿泊をしなが

ら修行をするという文化があります。で

すので、こういった修行道場にはたくさ

んの人がもともと集まって一緒に住むよ

うなことができるような施設を持ってい

ます。もちろん、これ宗教施設ですから

公設の避難場所には指定されていません

が、３.１１の津波のときには、数多く

の公設の避難所が被災をしてしまったと

いうこともあって、臨時にこういったお

寺さんが人々の緊急の避難場所としてた

くさんの地域の人々だけではなく、観光

客も受け入れをしたということです。当

時の写真ですが、震災翌日に多くの人た

ちがこの修行道場に案内されて、ここで

寒空の中生活することを何とか避けて暮

らしていたということです。こういった

例が非常に多いものですから、３.１１

の津波の後に活用されたお寺や神社が一

体何がメリットとして大きかったのかと

か、どんな課題があったのかというのを

調査しました。実はお寺さんですから、

広域停電になっても、ろうそくがたくさ

んストックしてあります。だからもうろ

うそくを使って、夜も十分に活動ができ

たということ。お供え物がありますので、

しかも乾物が結構多いということで、食

料もわざわざ避難用にストックしてなく

ても、お供え物を崩してみんなで分け与

えたということ。水の問題も、もともと

そこに水道が引かれる前から人が住んで

いますので、独自の井戸とか山水なんか

持っていて、それを沸かしてしまえば、

今でも使えるということで、一般のいわ

ゆる小学校の体育館のような冷たくてか

たいところと違って、修行道場の畳があ

るところで、震災直後からもう３食御飯

が食べられて、ある意味、普通の避難所
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よりもはるかに待遇がよかったという実

態もいろいろわかってきました。やはり

まさに駆け込み寺と、いういわれがある

ように、困ったときにやはり地域の支え

となってきた寺や神社の歴史というのが

今回の津波のときにも大きな意味を発揮

したのではないかと考えられるわけです。 

まさに文化遺産を守るだけの話ではなく

て、文化遺産に守られるという可能性も、

私たちこれから考えて、防災計画の中に

しっかり位置づけていくことができれば、

文化的価値の保全、保存と活用というも

のと、災害安全というのは両立できる可

能性というのが、ここからも見えてくる

かなあというふうに思います。  

 こちらは、神社の例ですが、本当にぎ

りぎりのところまで津波がきているので

すが、神社は流されていません。こうい

った例というのは実は非常に多く見られ

まして、もちろん、近世以降に建てられ

たお寺については流されたりしている例

は実際あります。全てではないですけれ

ども、かなりの割合でこの津波の影響を

ぎりぎりのところで潜り抜けていまして、

たくさんの人を臨時の避難所として受け

入れている例というのが、かなりあると

いうことがわかってきました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

一般の市街地はどうなっているかとい

うと、こんな感じです。皆さんも報道な

どで何度も見られていると思いますけれ

ど、こちら名取の閖上という被害の大き

かった地域でありまして、ほぼほぼ見渡

す限り瓦礫の山になってしまっています。

実は同じ地域でも、１９０７年に日本の

帝国陸軍がつくった都市計画、都市計画

地図というか、測量図というのが日本で

一番多分古い正確な地図ではないかと思

われるわけですけども、これに載ってい

る明治時代に集落があった場所と、今も

うほとんど流れてしまっているところと

一部残っているところを重ねて見ますと、

何と、明治時代の集落のあたりが、同じ

ような災害に遭っているにもかかわらず

残っていることがわかります。むしろ、

古い町並みがのほうが残っていまして、

新規に明治以降、近代化の中で開発され

た新しい宅地というのが大きな被害に遭

っているということがわかってきました。

このあたりもその原因についてはもっと

詳しくちゃんと調べていかなければいけ

ないのですが、やはり昔からその場所に

あるというのには、何らかの恐らく理由

があると。繰り返される津波の被害の中

で、経験的に少しでも安全の可能性が高

いところを先人の人たちは知っていたの

ではないかと考えられるのではないかと

思います。このあたりも今後いろいろ調

査をしていく必要があるかなと思ってい

ます。 

 最後のパートです。風雪ということで、

風や雪ということで、こちらも先ほどの

水害と同じように地域によっては日常的

な災害ということになってきます。  
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 まずは、風のほうからいきたいと思い

ます。沖縄の例です。先ほど途中で高知

県の台風の話もしましたけれども、そこ

よりもはるかに台風の上陸頻度が高いの

はやっぱり沖縄県ということになります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちら、竹富島という石垣島のすぐ近

くにあります伝建地区、集落全域が伝建

地区に指定されている場所であります。

典型的な沖縄の原風景としまして、サン

ゴのかけらによる白い砂の敷かれた道と、

こちらもサンゴの化石を積み上げてつく

った石の塀と、福木と呼ばれる常緑の葉

の厚い植物が生えているのですが、それ

による防風林というような形で、白い道

と石垣と、緑の並木というこの３点セッ

トが、典型的な私たちのイメージする南

国の集落の通りという形になります。こ

れはそれぞれ、台風対策として大きな効

果を発揮すると言われています。一方で

石垣をもっと高くしたほうがもっと効率

よく台風対策できるのではないかという

ふうに思うわけです。誰もがそう思いま

すから、多分昔の人もやったと思います。

もうちょっと高くして少しでもがっちり

台風の横風を避けたいと思うと思います

が、何せ基本サンゴ礁の島ですから、建

材が生えている植物か、あるいは海から

拾ってくるサンゴの化石ぐらいしかない。

サンゴの化石って御承知のように軽石の

ような形になっていますので、比重が軽

いです。そうすると上まで積むと多分、

飛ばされて崩れてしまうのだと思います。

で、何回もやっているうちに多分落ちつ

く高さというのが決まってきて、それが

たまたま１.２ｍぐらいに落ち着いたの

だと思います。これぐらいの高さですか

ら、中でおばあが農作業しているのと、

道を歩きながらちょっと話ができたり、

コミュニティーの一つのチャンネルとし

ても大きな役に立っていると思われます。

じゃあそこから上の高さかくる風を何で

担当しようかということを考えた結果、

常緑性で葉っぱの厚みのあるしっかりし

た木が選ばれて、それが防風林として使

われるようになり、その組み合わせが非

常に地域にとって合っていたので、一気

に広まって全体の景観のベースになって

いるというふうに考えることができます。    

石垣は確かに台風のように下からも吹

いてくる強風に対して非常に有効ですが、

どこかに入り口をつけないと中入れなく

なってしまうので、入り口をつけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

入り口をつけると、当然そこが弱点に

なりますから、そこから風が吹き込んで

きて屋根をまくられてしまう。これを防
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ぐためにヒンプンと呼ばれるこの控え壁

が設けられています。 

このヒンプンというのは、地元のおば

あちゃんとかに聞いていると、これは別

に台風対策じゃなくて魔よけなんですと

言われるので、魔よけの意味も持ってい

るようです。ただ、昔の人にとって、外

から魔が入ってくるということは、要す

るに強風が吹き込んできて家を壊すとい

うことと多分意味的につながっている部

分があるのではないかと考えられます。

宗教上の理由とそういった防風用の控え

壁として両方の機能を多分持っていて、

これ普及しているのではないかと考える

ことができます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

あと、もう一つ特徴的なのは、建物の

屋根です。赤瓦にしっくいのきれいな白

いラインが入った美しい寄棟の建物とい

うのが沖縄の伝統的な建築物としてはす

ぐ頭に思い浮かぶと思います。しっくい

で固めないと風で飛んで行くぐらいの強

い風が吹くものですから、しっくいで固

まっているのですが、この赤瓦というの

も実は大きな特徴を持っています。もち

ろん地元の土でつくるものですから、ど

うしても材料がサンゴのかけらが風化し

て土になったものしかありませんので、

非常に鉄分の多い土になってしまう。か

つ高温を発揮できるような窯をつくる技

術もありませんので、やっぱり素焼きに

なるので、どうしても赤くて煉瓦っぽい、

瓦になってしまうわけですが、ただ多分

それだけの理由ではないと我々は考えて

います。この屋根は素焼きのまま載って

いるのに加えて、実は釉薬も塗っていな

いんです。ほとんど日本の本土から北は

必ず瓦には釉薬を塗ります。つまり、そ

の中に水が入らないように表面をコーテ

ィング、かたいガラス質の材料でコーテ

ィングすることで、雨水が瓦そのものの

中に入らなくすると。で、なぜそこまで

防水しないといけないかというと、実は

中にしみ込みますと、冬季に凍結したと

きに割れます。なので、本土から北の零

度を下回る可能性がある地域での瓦とい

うのは、基本的に釉薬が塗っているわけ

ですが、沖縄は零度を下回りませんので

基本的に、凍って割れるという心配がな

いわけです。むしろこっちは、スコール

のように、夏は非常に短期間、強い雨が

降りまして、その後かんかん照りの西日

に煽られて、もう暑くて大変ということ

になります。で、沖縄の瓦は素焼きでそ

のまま載っていますので、吸水性があり

ます。一定程度水を吸います。だから、

スコールが降ったときにちょっと水がし

み込みますが、その後かんかん照りにな

ったときに、そこから水分が蒸散してい

って、屋根表面の温度を結果的に少しで

も下げるというにつながり、暑い午後の

時間を少しでも、屋根の中の空気を冷ま

すことによって快適にしていくという工

夫も含まれていた可能性があるというふ
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うに考えております。さらに進んで台風

対策が徹底していきますと、台風という

のは一番怖いのは建物の下から入り込ん

で屋根を持っていくという強風なので、

屋根をちょっとでも重くして、かつ低く

していきたいということになるわけです。

それでもやっぱり建物を下げていきます

と、生活がすごく厄介になってしまいま

す。どうしたかというと、床のほうを下

げるんです。道路よりも何と敷地のほう

が低いという、本土では考えられない特

徴を持っています。これをやると、雨水

がいつも外から入り込んでしまって、排

水が悪い土地になってしまうので、ぐあ

いが悪いことになります。ところが沖縄

の渡名喜もそうですが、この石垣島のよ

うなところでは、もともとサンゴ礁です

から、土地の排水性がよいということが

ありまして、だからこそ逆に台風による

横風対策をむしろ重要視して、敷地のほ

うを下げて、排水性は全然問題ないので

こういった対策ができるわけです。そう

すると石垣の高さに軒の高さを近づけて

いくことができるわけですから、強い横

風のときに屋根を持っていかれるリスク

が少しでも減っていくということで、何

と建物そのものを少しでも低くするとい

うようなことを伝統的に彼らはやってい

るということになるわけです。まさに、

空気力学というか、Ｆ１のような、ちょ

っとでも低くして風で上へ飛ばないよう

に、地面に押しつけるようにということ

を恐らく様式として磨き上げてきたので

はない考えられるわけです。  

また、非常に雨の多い時期がございま

すので、軒下というのは非常に大事な生

活空間になります。なので、アマハジと

いいますが、なるべく深く軒を出して、

その下に豊かな日陰の空間をつくって、

スコールでもぬれない場所で生活すると

いうのが非常に大事になってくるわけで

す。その軒を出していきますと、重たい

屋根ですから軒が支えられないので、柱

を建てなければだめだと。で、柱を建て

ると今度はそこが、雨ざらしになります

から、柱がどんどん傷んでいくので、つ

ねに替えないとだめだと。それは何とか

しないといけないということで、このア

マハジに建てられている柱については、

製材していない柱が使われます。製材す

るとどうしてもそこに細胞の断面があら

われてしまいますからそこから水を吸い

ます。それじゃあということで、そのま

まの木を少し磨いたやつをそのまま建て

て、サンゴの化石の上にぽつんと置く。

サンゴは排水性がありますから、この端

っこも適度に乾くというわけです。こう

いう形で、まさに豪雨と台風から生き延

びるために、さまざまな工夫が重ねられ

ていまして、それがこの特徴的な様式に

なっていると考えることができます。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

同じように、台風対策として一つわか

っているのは、吉良川という、高知県の
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先ほど御紹介した地域ですが、海岸段丘

に建物が建っていますと当然ひな壇状の

ところに建物を建てることになるので、

下から強風が吹き上がってきますと、そ

れぞれの建物がそれぞれに風を受けてし

まって被害が拡大するおそれがあります。

ここでは、段の下の建物は２階建てにし

て、上の建物は全部１階建てにして、全

て一つの固まりとして集落をデザインす

ることで、台風による個別の被害を少し

でも減らそうということで、町並みの高

さを伝統的に決めてきたというようなこ

とが言われています。上から見ますと奥

のほうは実は２階建てですが、ほとんど

１階建ての屋根と２階建ての屋根の高さ

がそろっているというのも、こうやって

見ていただければと思います。 

 最後ですが、先ほどの津波の例ですが、

宮城県の仙台平野周辺には、居久根と呼

ばれます防風林が伝統的につくられてい

まして、集落になっていますと、防風林

同士がつながり合って、一つの集落の景

観というのを防風林が一つの象徴として

表現しているという景観があります。も

ともとの目的、これ防風林ですから、津

波対策ではないのですが、結果として、

この防風林があったおかげで先ほどの桂

垣と一緒で、瓦礫がその手前でとまりま

して、水は入ってくるので床はぬれてし

まいますが、瓦礫が転がり込んで建物が

倒壊するというところまでいかずに済ん

だ例が各地に散見されました。 

復興の防災計画を考えていく上で、さ

まざまな案が出されています。今は、そ

こを諦めて高台に全部移転しましょうと

いう考え方もあれば、その一方で居久根

を一つのそのコミュニティーの象徴とし

て再生することで、新たな自然共生都市

をつくり上げていこうという提案も一部

でなされています。石川幹子先生がこの

提案をされていたのですが、こういった

何か昔ながらのコミュニティーのつなが

りを象徴しつつ、災害に対してやわらか

く受けとめるための一つのキーワードと

して伝統的な居久根を取り上げて、まち

づくりの象徴に使っていくような考え方

というのも、高台移転だけが全ての答え

ではないというような一つの問いかけを

しているように考えられます。 

以上が、きょうお話ししたかった全体と 

なります。我々の歴史都市防災研究所の

活動は、このｒ－ｄｍｕｃｈというキー

ワードで検索できますので、ぜひホーム

ページに来てください。防災のための工

学的な技術と、文化遺産や文化の保全の

ための人文社会系のリソースを組み合わ

せて、歴史的な町並みや文化財の災害安

全を考えるための活動をしておりますの

で、ぜひ一度ホームページを見ていただ

いたり、遊びに来ていただければと考え

ております。 

 今後とも、御支援、御指導いただけれ

ばと思います。 

 御清聴ありがとうございました。以上

となります。ありがとうございました。 

―了― 

 

 

 

 

歴史都市防災研究所 

http://www.r-dmuch.jp/ 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～好きやねん この街この家！ 守ろう安全 築こう安心～ 

 

発行 一般財団法人大阪建築防災センター 
 

〒540-0012 大阪市中央区谷町 3丁目 1番 17号 
 

TEL．06-6943-7253  FAX．06-6943-6740 

http://www.okbc.or.jp 

 


